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１．新八雲（仮称）駅の駐車場配置図（案）の概要
案③ 基本計画から拡張した
駐車場（本線並行配置案）

案②
基本計画から拡張した駐車場

案①
基本計画を基にした駐車場

配置図

•基本計画で算出された駐車台数を
ベースに、拡張した駐車台数を、本線
並行に配置した案。

•基本計画で算出された駐車台数を
ベースに、拡張した駐車台数を配置し
た案。

•基本計画で算出された駐車台数を基
に配置した案。概要

•一般駐車マスから歩道が近いため、歩
行者の安全性が他案と比べて高い。

•大容量の駐車場を整備することで、競
合駅（新函館北斗駅や長万部駅等）か
らの需要の転換を促進できる可能性
がある。

•矩形であるため、イベントなどフレキシ
ブルに活用できる。

•大型バスと一般自動車の動線を明確
に分離することができる。

•大容量の駐車場を整備することで、競
合駅（新函館北斗駅や長万部駅等）か
らの需要の転換を促進できる可能性
がある。

• 3案の中で最も整備費・維持費を抑え
られる。

•駐車場の利用が想定より多い場合、
拡張することも可能。

メリット

•ピーク時の利用者の想定が基本計画
程度であった場合、過分な整備費・維
持費を費やすこととなる。

•本線並行に配置する場合、案②と比
べ、歩道の整備費が高くなる。

•駐車場の停車位置によっては、駅まで
距離があり、不便と感じる利用者もい
るかもしれない。

•ピーク時の利用者の想定が基本計画
程度であった場合、過分な整備費・維
持費を費やすこととなる。

•ピーク時の利用者の想定が基本計画
以上であった場合、イベントスペース
等の場所に駐車する必要がある。（駅
から少し離れるため、利用者が不便と
感じるかもしれない）
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２．案①:基本計画を基にした駐車場の配置図

【駐車場の仕様】
・一般駐車台数 ：102台
・身しょう者用台数：2台
・観光バス待機場 ：4台
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３．案②:基本計画より拡幅した駐車場の配置図（案）その１

【駐車場の仕様】
・一般駐車台数 ：216台
・身しょう者用台数：5台
・観光バス待機場 ：4台
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４．案③:基本計画より拡幅した駐車場の配置図（案）その２（本線並行配置案）

【駐車場の仕様】
・一般駐車台数 ：216台
・身しょう者用台数：5台
・観光バス待機場 ：4台
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参考資料:北海道新幹線木古内駅の駐車場

道の駅
みそぎの郷
きこない

北駐車場:計209台
※主に新幹線駅利用者が利用。

東駐車場:計154台
（普通車143台、大型7台、身障者4台）
※主に道の駅利用者が利用。

西駐車場:計33台
（普通車26台、身障者2台、
キャンピングカー5台）

※主に道の駅利用者が利用。


